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◇全国の状況について

◇本県の状況について



厚労省調査の概要

（調査の目的）
○ 外国人に対する医療提供体制の現状を把握するため、医療機関の外国人患者受入能力向上のための基礎資
料を得ることを目的とする。
調査A 医療機関における外国人受入体制の把握
調査B 医療機関における外国人患者の受入実績の把握
調査C 周産期医療に係わる外国人患者受入の現状の把握
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（主な調査事項）

調査票A（外国人全体）
○外国人患者への診療費請求方法
（診療費の水準等）
○医療通訳の配置状況
○マニュアルの整備状況
○医療コーディネーターの配置状況
○院内表示の状況
○タブレットの利用状況

調査票B（①在留外国人、②観光

等目的訪日外国人、③医療目的
来日外国人のそれぞれについて
調査）
○受入実績数
○国籍
○診断ICD分類（③のみ）
○未収金発生件数

調査票C
○母体について（分娩数等）
○訪日外国人が分娩した新生児

（調査期間・回収率）

※観光等目的訪日外国人…観光等の目的で短期間訪日している外国人 （厚労省調査では「訪日外国人患者（医療目的を除く）」と表記）
※医療目的来日外国人…訪日外国人のうち、日本に入国する前に、医療機関と調整した上で来日した外国人（厚労省調査では「医療を目

的に訪日した外国人」と表記



全国の状況について

◇外国人患者の受入実績（病院）

◇医療目的訪日外国人の受入実績（病院・診療所）

◇訪日外国人旅行者に対する医療費の設定（病院）

◇医療目的訪日外国人に係る未収金発生状況（病院）



外国人患者の受入実績（病院）（全国）

○ 回答のあった病院（n=3,980）の約49％の1,965病院で、外国人（①在留外国人、②観光等目的訪
日外国人、③医療目的訪日外国人）患者の受入実績があった。

○ 外国人患者の受入実績があった病院の約54％の1062病院で、受入数は10人以下。
○ 1 ,000人以上受入のある病院が10病院あった（32.2人／1日）（受入最大数は6,631人）。
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（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票B（病院のみ）



医療目的訪日外国人の受入の実態（病院） （全国）

○ 医療目的訪日外国人の受け入れがあった病院は、回答のあった病院（n=3,980）のうち、150病院
（3.8％）。うち、①外来・入院 94病院（2.4%）、②検診のみ 56病院（1.4%）
（調査対象期間➡平成30年10月1日～31日） 。
○ 調査対象期間における外来・入院の患者受入総数は、1,160人（13.18人／病院）、検診のみの受
入総数は3,197人（61.48人／病院）

○ 医療目的訪日外国人の国籍の76.7％が中国、同13.2％がベトナム

4（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入
に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票B（病院のみ）

（表１）受け入れた医療目的訪日外国人患者の延べ人数

（図１）医療目的訪日外国人患者の受入の有無
（表2）受け入れた医療目的訪日外国人患者
のICD分類

（図2）受け入れた医療目的
訪日外国人患者の国籍



医療目的訪日外国人の受入の実態について（診療所） （全国）

○ 医療目的訪日外国人について、①外来・入院があったのは９診療所（1.0%）、②検診のみがあっ
たのは２診療所（0.2%）、合計で11診療所（1.2%）（調査対象➡平成30年10月1日～31日） 。

○ 外来・入院の患者受入総数は、８人、検診のみの受入総数は12人
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（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票B（診療所（沖縄県・京都府のみ））

（表１）受け入れた医療目的訪日外国人患者の延べ人数

（図１）医療目的訪日外国人患者の受入の有無
（表2）受け入れた医療目的訪日外国人患者
のICD分類

（図2）受け入れた医療目的
訪日外国人患者の国籍



訪日外国人旅行者に対する医療費の設定（１） ～価格設定
（全国）

○ ほぼすべての病院で、訪日外国人（ ②観光等目的訪日外国人、③医療目的訪日外国人）に対す
る診療価格の設定方法として、診療報酬点数表を活用した倍数計算（１点＝○円）を行っている。

○ 有効回答のうち、90％の病院で、１点＝10円（又は消費税込みで、10.8～11円）としていた。
○ 外国人患者の受入が多い病院（n=178）（※）では、61％の病院が１点＝10円としていたものの、

27％の病院では１点＝20円以上で請求している（１点＝20～25円➡18％、１点＝25～30円➡9％）。

6（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票A（病院のみ）

※①観光庁「訪日外国人旅行者受入医療機関リスト」、②厚生労働省 外国人患者受入れ環境整備推進事業、③JMIP（外国人
患者受入医療機関認証制度）、④JIHのいずれかに登録されている病院



訪日外国人旅行者に対する医療費の設定（２）～追加請求
（全国）

○ 診療報酬点数表を活用した倍数計算による診療価格の請求に加えて、追加的な費用を請求して
いる病院が11.5％（647病院）あった。

○ 追加的な費用のうち、診断書作成等の事務手数料が90.3％、通訳料が8.5％であった。
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（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入
に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票A（病院のみ）

（図１）医療費の請求方法

（図2）追加的費用の内訳



未収金発生状況（医療目的訪日外国人のみ） （全国）

○ 未収金があると回答した病院は、外来・入院で6.4％、検診のみで5.4％となっており、延べ人数
は、外来・入院で12人、検診のみで8人となっている。

○ 未収金の平均額は、外来・入院で49.8万円、検診のみで56.7万円となっている。
※本調査中「未収金」とは、請求日より1ヶ月経っても、診療費の全額が払われていないこと
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（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」（平成31年3月）

調査票A（病院のみ）

（図１）未収金を生じた医療目的訪日外国人



本県の医療ツーリズムの受入状況について
◇医療目的訪日外国人の受入実績及び医療費の設定

◇医療目的訪日外国人の受入人数と主な国籍

◇医療目的以外訪日外国人の受入実績及び医療費の設定

（分析手法）

厚生労働省から提供のあった、神奈川県内の医療機関（病院・診療所）の回答データ中、

調査票Aの結果と調査票Bの結果からクロス分析



医療目的訪日外国人の受入実績及び医療費の設定
（神奈川県）

○ 調査対象期間（平成30年10月1日～10月31日）に、医療目的訪日外国人の受入実績があったの
は、回答があった医療機関数（n=139）のうち2.8％の4医療機関（全国では150医療機関（3.8％））

○ 医療目的訪日外国人の受入があった4医療機関のうち、約75％の3医療機関で、診療単価を1点
=10円超としており、診療単価を1点=10円としていたのは、約25％の1医療機関であった。

○ 1点=10円超としていた3医療機関の診療単価は、すべて1点=20円であった。

10（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」に係る
神奈川県データから事務局作成

135(97.1%)

4(2.9%)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

訪日外国人の受入実績

受入なし 受入あり

1(25.0%)

3(75.0%)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

医療費の設定水準

1点=10円 1点=10円超

3(100%)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

１点＝○点

1点=20円

なし

あり

1点=10円

1点=10円超

1点=20円

うち、入院・外来3
検診のみ2
（重複1）

(n=139) (n=4) (n=3)



医療目的訪日外国人の受入人数と主な国籍（神奈川県）

○ 医療目的訪日外国人を受け入れた4医療機関の延べ受入患者数は40人で、うち健診が36人、外
来・入院が4人であった（なお、健診を受け入れた36人中、1医療機関で35人を受け入れていた）。

○ 延べ受入患者数40人の国籍は、中国37人（約93％） 、ベトナム1人（0.25％）、ウズベキスタン1人
（同）、国籍不明1人であった。
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（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」に係る
神奈川県データから事務局作成



観光等目的訪日外国人の受入実績及び医療費の設定
（神奈川県）

○ 調査対象期間（平成30年10月1日～10月31日）に、観光等目的訪日外国人の受入実績があった
のは、回答があった医療機関数（n=140）のうち約8％の12医療機関

○ 医療目的以外訪日外国人の受入があった12医療機関のうち、約67％の8医療機関で、診療単価
を1点=10円超としており、診療単価を1点=10円としていたのは、約25％の3医療機関であった。

○ 1点=10円超としていた医療機関の診療単価は、1点=15円～20円であった。

12（出典）厚生労働省「医療機関における外国人の受入に係る実態調査」に係る
神奈川県データから事務局作成
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